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④ ③ ② ① 二
．次
の
傍
線
部
の
表
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も
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。
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② ① 三
．次
の
文
の
表
現
で
誤
っ
て
い
る
個
所
を
見
付
け
、正
し
い
表
現
を
（

）
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

ト
ッ
プ
に
立
つ
者
は
出
所
進
退
を
誤
ら
な
い
こ
と

だ
。

み
ん
な
が
一
勢
に
押
し
か
け
た
の
で
、
大
き
な
事
故

に
な
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た
。
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難
読
語
や
慣
用
表
現
の
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

其
の
四

読
み
方
や
意
味
が
分
か
ら
な
い
語
句
は

D
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N
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I

で
調
べ
、語
彙
を
広
げ
ま
し
ょ
う
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